
図１　土器出土状況（川跡ＳＧ 130，南東から）

図６　土坑ＳＫ 142

図２　調査区全景（北から）

図５　井戸ＳＥ 80

８世紀後半の須恵器

図７　古墳時代の土師器（川跡ＳＧ 356）

図４　川跡ＳＧ 81の堆積状況 図 13　高台付坏

図 11　高台付坏
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図 10　坏

図 12　稜　

図３　遺跡位置図

図８　古墳時代の土師器（川跡ＳＧ 248）
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１　はじめに

　南田遺跡は古墳時代と奈良時代、平安時代の遺跡です。井戸、

土坑、溝、ピット、川跡などが見つかりましたが、住居はあり

ませんでした。すでに削平されているか、あるいは住居域から

離れた個所であると考えられます。調査区の北端と東端には大

きな川跡（ＳＧ 81）が見つかっているため、遺跡の中心は調

査区より西側であると予想されます。

２　調査成果

　調査区の南半には奈良時代後半の土器が出土した溝跡や土坑

があります。土坑ＳＫ 142 には大量の炭が堆積し、その中には

土器も捨てられていました（図６）。

　北端の川跡ＳＧ 81 の上層の泥炭層からは平安時代の土器が

出土しました。調査区内では川跡ＳＧ 81 の南岸だけが検出さ

れているため、本来どのくらいの幅がある川なのかは分かりま

せん。ただし、深さは１．６ｍ以上とみられ、非常に大きい川

であったと考えられます（図４）。下層からは古墳時代の土器

が出土しました。

　ほかにも川跡ＳＧ 248・356 から古墳時代の土器が数多く出

土しました（図７・８）。完全な形に復元できそうな土器も含

まれています。これらの東西に流れる川跡は、より大きい川跡

であるＳＧ81に合流したものと考えられます。井戸ＳＥ80（図

５）の深さは 180cm ありましたが、遺物がほとんど出土して

いないため、いつの時代のものか分かりません。

３　まとめ

　遺物は古墳時代の土師器のほかに奈良時代と平安時代の土師

器と須恵器が主に溝と川跡から出土しました。

　奈良時代の土器は８世紀中頃から後半のものであり、庄内平

野では希少な出土例です。主に川跡ＳＧ130から出土しました。

（図１）『続日本紀』では 708 年に出羽郡が設置されたとされて

いますが、その中心である出羽柵の具体的な場所は分かってい
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ません。『山形県史第一巻』では、その可能性地の一つとして

大山川流域が挙げられていますが、出羽柵は 733 年に秋田市ま

で北進してしまいます。

　南田遺跡から出土した土器は、庄内平野に出羽柵が経営され

ていた年代に大きく近づきましたが、それでも約四半世紀のひ

らきがあります。８世紀後半のまとまった土器が出土したこと

は、庄内平野の奈良時代を明らかにする大きな成果になると同

時に出羽柵の所在地はどこだったのかという新たな課題を示し

たことになります。


